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①ヒトデ類駆除を目的に漁場に試験服流したこ
チリンヒトデ (4年11月28日、 下風邑〉。
②胆流翌日lこイトマキヒトデを捕食するこチリ
ンヒトデ。

③同上裏返し疋ところ。

九

月

外
国
産
ホ
タ
テ
ガ
イ
調
査
(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
)

ク
ロ
ソ
イ
放
流
(
大
一戸
瀬

・
脇
野
沢
)

ホ
タ
テ
ガ
イ
地
ま
き
増
殖
実
態
調
査

ホ
タ
テ
ガ
イ
秋
季
垂
下
養
殖
実
態
調
査

マ
コ
ン
ブ
及
び
エ
ゴ
ノ
リ
養
殖
開
始

ホ
ッ
キ
ガ
イ
稚
貝
放
流

会一
一沢
)

ホ
タ
テ
ガ
イ
天
然
採
苗
予
報
調
査
開
始

マ
ダ
一フ
採
卵
開
始

士
一
月

平
成
五
年新
セ
ン
タ
ー
管
理
研
究
棟
完
成

ニ
シ
ン
採
卵

一 一一一一一一一一一一一一一…
平
成
四
年

四

月

五六

月

七

月

十

月

十

月
平
成
四
年
度
年
間
行
事
予
定

月

ニ
シ
ン
種
苗
生
産
開
始

(
六
月

一
日
現
在
十
五
万
尾
)

ク
ロ
ソ
イ
産
仔

・
種
苗
生
産
開
始
(
六
月

一
日
現
在
五
十
万
尾
)

エ
ゴ
ノ
リ
養
殖
現
地
検
討
会
(
今
別
)

ホ
タ
テ
ガ
イ
春
季
垂
下
養
殖
実
態
調
査

サ
ザ
エ
中
間
育
成
開
始
(
大
一戸
瀬
)

ニ
シ
ン
稚
魚
放
流
(
野
辺
地
)

マ
ダ
ラ
稚
魚
放
流
(
脇
野
沢
)

ナ
マ
コ
放
流

(久
栗
坂
)

中
間
育
成
用
ク
ロ
ソ
イ
種
苗
配
布

ホ
ッ
キ
ガ
イ
昨
年
度
放
流
貝
追
跡
調
査

(
三
沢
)

ホ
タ
テ
ガ
イ
青
空
教
室
開
催
(
七
月

t
八
月
)

月月
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平
成
四
年
度

事
業
計
画
と
分
担

田
村

真
通

部
長

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り
中
村
技

師
が
漁
業
振
興
課
に
転
出
し
、
代
っ
て
所

内
の
配
置
換
え
で
魚
類
部
よ
り
柳
谷
主
任

研
究
員
が
、
ま
た
、
総
務
室
よ
り
木
村
技

能
主
事
が
配
属
に
な
り
ま
し
た
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自
動
観
測
ブ
イ
お
よ
び
調
査
船

「
な
つ

ど
ま
り
」
(
浜
田
船
長
)
を
用
い
て
陸
奥

湾
を
中
心
と
し
た
海
洋
環
境
を
把
握
し
、

最
終
的
に
海
況
予
測
技
術
に
結
び
つ
け
て

い
く
仕
事
(
浅
海
定
線
調
査

・
陸
奥
湾
海

況
予
報
確
立
調
査
)
と
ホ
タ
テ
ガ
イ
等
の

安
定
出
荷
を
目
指
し
て
貝
毒
の
監
視
お
よ

び
毒
他
機
構
を
解
明
す
る
仕
事
を
昨
年
に

引
続
き
実
施
す
る
と
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
、
陸
奥
湾
の
水
質

・
底
質

環
境
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
実
施
し
た
陸
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奥
湾
漁
場
保
全
対
策
基
礎
調
査
に
代
っ

て

近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
有
用
海
藻
類
が

繁
茂
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
現
象
、
す
な

わ
ち
「
磯
焼
」
の
原
因
究
明
調
査
の
一
環

と
し
て
沿
岸
の
栄
養
塩
調
査
を
実
施
す
る

乙
と
と
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
仕
事
と
担
当
は
次
の
と
お
り

で
す
。
-
浅
海
定
線
調
査

(
加
藤
研
究
管
理
員
ほ
か
)

Z

陸
奥
湾
海
況
予
報
確
立
調
査

(
松
原
技
師
ほ
か
)

1

員

毒

安

全

対

策

事

業

(
柳
谷
主
任
研
究
員
ほ
か
)

4

赤

潮

貝

毒

監

視

事

業

(
柳
谷
主
任
研
究
員
ほ
か
)

与

磯

焼

対

策

総

合

調

査

事

業

(
栄
養
塩
調
査
)

(
秋
山
総
括
主
任
研
究
員
ほ
か
)

戸~

，園、、

部
長

田
中

俊
輔

定
期
人
事
移
動
で
部
の
メ
ン
バ
ー
が
変

わ
り
ま
し
た
。
佐
藤
恭
成
技
師
が
青
森
県

水
産
試
験
場
調
査
部
へ
転
出
し
、
水
産
課

漁
業
指
導
班
か
ら
小
坂
善
信
主
任
研
究
員

が
転
入
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
内
部
移
動
で
蝦
名
政
仁
枝
師
が

貝
類
部
へ

、
貝
類
部
か
ら
鹿
内
満
春
技
能

技
師
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

ほ
た
て
貝
部
で
は
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
(
但

し
、
貝
毒
を
除
く
)
を
対
象
に
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
主
な
事
業
と
分
担
は
次
の
通

り
で
す
。

O
ホ
タ
テ
ガ
イ
成
育
環
境
調
査

県

単

昭

和
五
四
年
l

(
永
峰
研
究
管
理
員
ほ
か
)

O
ホ

タ

テ

ガ

イ

増

養

殖

試

験
戸画、、

昭
和
四
三
年
l
(
相
坂
技
師
ほ
か
)

O
ホ
タ
テ
ガ
イ
稚
員
夏
季
大
量
へ

い
死
対
策
試
験

県
尚
早
平
成
三
年
l
平
成
七
年

(
永
峰
研
究
管
理
員
ほ
か
)

O
ホ

タ

テ

ガ

イ

優

良

品

種

作

出

試

験

県
尚
早
平
成
四
年
l
平
成
一

O
年

(
小
坂
主
任
研
究
員
ほ
か
)

O
ホ

タ

テ

ガ

イ

養

殖

漁

場

に

お

け

る

合

理

的

管

理

技

術

に

関

す

る

研
究

国
補
平
成
二
年
l
平
成
四
年

(
小
坂
主
任
研
究
員
)

O
ホ

タ

テ

ガ

イ

保

護

水

面

管

理

事

業

国
補
昭
和
四
三
年
l
(
相
坂
技
師
ほ
か
)

五
月
二
一
日
か
ら
平
成
四
年
度
春
季
ホ

タ
テ
ガ
イ
養
殖
実
態
調
査
が
始
ま
り
ま
し

た
。
昨
年
の
秋
季
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
実
態

調
査
で
平
成
三
年
産
貝
の
保
有
数
量
を
調

査
(
漁
業
者
の
自
己
申
告
)
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
半
成
貝
と
し
て
販

売
予
定
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
は
一
億
三
、

O
二

三
万
枚
で
す
。
乙
れ
ら
の
半
成
貝
が
五

O

F
/
個
で
販
売
さ
れ
る
と
す
る
と
約
六
、

五
0
0ト
ン
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成

二
一
年
産
貝
を
垂
下
し
た
幹
綱
の
総
延
長
は

県
単

--民

二
、
九

一
回
、
八
七
三

悦

(
漁
業
者
の
自

己
申
告
)
、
平
均
垂
下
個
数
が
五
三
八

・

八
個
/
机
(
調
査
結
果
に
よ
る
)
で
す
か

ら
、
総
数
は
、
平
成
三
年
産
貝
だ
け
で
も

一
五
億
七
、

0
0
0万
個
に
な
り
ま
す
。

昨
年
の
半
成
貝
は
生
産
数
量
が
二

一
、

O
七
九
ト
ン
、
平
均
単
価
一
三

O
円
/
仰

と
過
去
最
低
で
し
た
。

ほ
た
て
貝
部
で
は
皆
様
方
と
ホ
タ
テ
ガ

イ
の

「量
よ
り
質
」
に
つ
い
て
意
見
交
換

の
機
会
寸
伊
作
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。部

長

平
野

忠

四
月
の
異
動
に
よ
り
、
内
水
面
水
産
試

験
場
に
転
出
さ
れ
た
村
井
前
部
長
に
代
り

水
産
課
よ
り
着
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
水
産
課
か
ら
高
林
主
任

研
究
員
(
昇
任
)
が
川
村
技
師
と
交
替
で

転
入
し
た
ほ
か
、
所
内
の
配
置
換
で
、
ほ

た
て
貝
部
か
ら
姥
名
技
師
が
鹿
内
技
能
技

師
と
交
替
で
転
入
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
に
山
内
主
任
研
究
員
を
加
え
た
四
名

の
布
陣
で
貝
類
部
の
仕
事
を
進
め
て
い
く
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こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

貝
類
部
の
主
な
事
業
と
担
当
は
次
の
と

お
り
で
す
。

一
、
地
域
特
産
種
増
殖
技
術
開
発

事
業
(
ホ

ッ
キ
ガ
イ
)

本
県
太
平
洋
海
域
に
お
け
る
重
要
資
源

で
あ
る
ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
栽
倍
漁
業
伯
を
促

進
さ
せ
る
た
め
、
種
苗
生
産
技
術
や
中
間

育
成
技
術
、
さ
ら
に
放
流
に
よ
る
資
源
添

加
技
術
の
開
発
を
行
い
ま
す
。

(
高
林
主
任
研
究
員
)

二
、
特
定
研
究
開
発
促
進
事
業

(
ア
ワ
ビ
の
再
生
産
機
構
の
解

明
に
関
す
る
研
究
)

天
然
に
お
け
る
ア
ワ
ビ
の
産
卵
や
稚
買

の
減
耗
等
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資

源
の
再
生
産
機
締
及
び
資
源
変
動
要
因
を

解
明
し
ま
す
。

3qC泊$:JqC吉岡〈主回$:J告加告当同《主回妥言回<s同需主回<s同需主回

(
山
内
主
任
研
究
員
)

三
、
重
要
員
類
増
殖
試
験
(
サ
ザ
エ
)

本
県
日
本
海
海
威
に
お
け
る
重
要
資
源

の
サ
ザ
エ
に
つ
い
て
、
種
苗
生
産
、
中
間

育
成
、
種
苗
放
流
な
ど
の
各
種
試
験
を
行

い
、
増
殖
技
術
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

(
姥
名
技
師
)

四
、
保
護
水
面
管
理
事
業

(
ア
カ
ガ
イ
)

ア
カ
ガ
イ
資
源
の
復
活
を
図
る
た
め
、

〆ー¥

戸『、、

む
つ
市
芦
崎
湾
の
ア
カ
ガ
イ
保
護
水
面
に

お
い
て
、
環
境
調
査
、
浮
遊
幼
生
調
査
等

を
行
い
ま
す
。

(
高
林
主
任
研
究
員
)

五
、
地
域
重
要
資
源
調
査

(
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
)

漁
協
等
な
策
定
す
る
資
源
管
理
計
画
に

必
要
な
資
源
調
査
、
市
場
調
査
等
宇
佐
実
施

し
ま
す
。(

山
内
主
任
研
究
員
、
姥
名
技
師
)

六
、
ナ
マ
コ
放
流
技
術
開
発
試
験

ナ
マ
コ
の
栽
括
漁
業
伯
を
確
立
す
る
た

め
、
中
間
育
成
及
び
資
源
添
加
技
術
開
発

試
験
を
行
い
ま
す
。

(姥
名
技
師
)

部
長

塩
垣

こ
の
た
び
の
異
動
に
よ
り
、
水
産
試
験

場
調
査
部
長
に
転
出
さ
れ
た
早
川
前
部
長

に
代
っ
て
着
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
柳
谷

主
任
研
究
員
は
漁
場
部
へ
配
置
替
と
な
り
、

新
た
に
、
階
上
駐
在
で
あ
っ
た
中
西
慮
義

技
師
と
新
採
用
の
泉
田
哲
志
技
師
が
転
入

し
ま
し
た。

本
年
度
の
魚
類
部
の
主
な
事
業
と
担
当

--._ 

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
マ
ダ
ラ
量
産
技
術
開
発
事
業

(
中
西
授
師
ほ
か
)

二
、
ク
ロ
ソ
イ
放
流
技
術
開
発
事
業

(
泉
田
技
師
ほ
か
)

三
、
ニ
シ
ン
増
殖
試
験
(
中
西
技
間
ほ
か
)

四
、
外
海
域
養
殖
業
推
進
調
査
事
業

(
ク
ロ
ソ
イ
・
大
戸
瀬
漁
協
)

(
境
垣
部
長
ほ
か
)

五
、
資
源
管
理
型
漁
業
推
進
総
合
対

策
事
業

(
ト
ゲ
ク
リ
ガ
ニ
・
川
内
町
地
区
)

(
塩
垣
部
長
ほ
か
)

六、

電
源
立
地
地
域
温
排
水
対
策
事

業
調
査

・
大
間
地
点
(
ク
ロ
ソ
イ
)

(
中
西
技
師
ほ
か
)

・
東
通
地
点
(
ワ
ス
メ
バ
ル
)

(
泉
田
技
師
ほ
か
)

イ憂

部
長

松
本

昌
也

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り
青
森

地
方
水
産
業
改
良
普
及
所
長
に
転
出
さ
れ

た
富
永
前
部
長
に
代
り
漁
業
振
興
課
か
ら

--、

着
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
木
村
総
括
主
任
研
究
員
が
水
産

試
験
場
へ
転
出
に
な
り
、
新
採
用
の
藤
川

義
一
技
師
が
加
わ
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二

t
=一年
の
コ
ン
ブ
漁
の
不
振

は
漁
業
者
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
打
撃
を

与
え
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
と
ろ

で
す。当部

で
は
乙
の
原
因
を
究
明
す
る
た
め
、

三
ヶ
年
の
予
定
で
磯
焼
け
対
策
総
合
調
査

を
実
施
す
る
ζ
と
に
な
り
ま
し
た
。

調
査
の
内
容
に
つ
い
て
は
新
規
事
業
の

項
で
述
べ
ま
す
が
、
磯
焼
け
を
通
し
て
海

藻
が
海
の
基
本
で
あ
る
乙
と
を
改
め
て
認

識
し
た
次
第
で
す
。

今
後
、
海
線
に
、
よ
り

一
層
の
関
心
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、

本
年
度
の
主
な
事
業
と
そ
の
担
当
職
員
を

御
紹
介
し
ま
す
。

一
、
磯
焼
け
対
策
総
合
調
査
事
業

平
成
二

t
一二
年
、
コ
ン
ブ
が
大
不
漁
と

な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
原
因
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

(新
規
事
業
と

し
て
別
項
で
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
)

(桐
原
技
師
)

二
、
優
良
海
藻
種
首
開
発
試
験

優
良
な
形
質
を
持
つ
養
殖
用
マ
コ
ン
ブ

種
苗
+伊
得
る
た
め
、
選
抜
育
種
、
移
植
等

の
方
法
務
-
検
討
し
ま
す
。

(
桐
原
技
師
)

=
一、
エ
ゴ
ノ
リ
養
殖
実
証
試
験

平
成
二
年
度
か
ら
試
験
を
開
始
し
て
以

来
、
人
工
種
苗
に
よ
る
養
殖
技
術
を
完
成

さ
せ
ま
し
な
。
今
年
度
は
よ
り
多
く
の
収

穫
を
上
げ
る
た
め
に
現
場
で
の
種
苗
管
理

や
養
成
方
法
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

(高
山
技
師
)

四
、
放
流
漁
場
高
度
利
用
技
術
開

発
事
業

こ
れ
ま
で
ア
ワ
ビ
の
効
果
的
放
流
時
期
、

サ
イ
ズ
、
放
流
効
果
お
よ
び
ア
ワ
ビ
害
敵

生
物
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
も
同
様
に
行
い
ま
す
。(
高
山
技
師
)

玉、

電
源
立
地
地
域
温
排
水
対
策

事
業
調
査

マ
コ
ン
ブ
の
増
養
殖
方
法
に
つ
い
て
白

糠
、
大
間
で
検
討
す
る
と
と
も
に
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
空
ク
ニ
資
源
の
有
効
利
用

方
法
の
検
討
も
行
い
ま
す
。
(藤
川
技
師
ほ
か
)

六、

増
殖
場
開
発
事
業
関
連
調
査

増
殖
場
造
成
の
適
地
調
査
、
増
殖
場
の

繕
造
お
よ
び
造
成
後
の
管
理
手
法
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

(藤
川
技
師
ほ
か
)
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ホ
タ
テ
ガ
イ
優
良
昂
種
作
出
試
験

ほ
た

て
員
部
長

世
界
中
に
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
仲
間
が
約

三

む
種
類
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
は
い
す
れ
も
寒
海
性
で
高
緯
度
の

海
域
に
分
布
し
、
い
わ
ば
陸
奥
湾
の
ホ
タ

テ
ガ
イ
と
は
親
戚
関
係
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
陸
奥
湾
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
小
型

軽
量
他
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
従
来
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
に
比
べ
て
成
長

が
早
く
、
環
境
(
水
温
等
)
に
強
い
、

食
味
性
の
あ
る
、
あ
る
い
は
歩
留
り
の
良

い
、
卵
の
大
き
い
等
の
優
良
品
種
の
作
出

が
生
産
現
場
か
ら
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。

乙
の
よ
う
に
、
青
森
県
の
ホ
タ
テ
ガ
イ

養
殖
業
の
今
後

一
層
の
発
展
を
図
る
た
め

の

一
方
法
と
し
て
、
育
種
技
術
の
開
発
が

強
く
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
試
験
は
、
長
期
的

展
望
の
も
と
に
基
礎
的
研
究
の
拡
充
を
図

り
つ
つ
、
新
た
な
知
見
を
得
て
、
優
良
品

種
作
出
技
術
研
」
開
発
し
て
い
く
こ
と
を
自

青森県水産増殖センタ ーだより第60号

田

イ愛

輔

的
に
開
始
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
四
年
五
月
一
一
白
か
ら
一
六
日
に

か
け
て
、
小
坂
主
任
研
究
員
が
広
島
県
水

産
試
験
場
、
水
産
庁
養
殖
研
究
所
、
東
北

大
学
農
学
部
に
お
い
て
二
枚
貝
の
育
種
に

関
す
る
現
況
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
、
生
物
特
性
評
価
の
た
め
の
基
礎
研
究

(
於
室
内
)
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

(対象極に関する情報か

収集できる)

，圃‘、

事業の内容と年次計画

生物特性評価の|

ための基礎研究|

a)飼育悩設の検討

b)飼育容誌の開発

c) t:i唯飼育技術σf)M.日発

・飼育環境条件 (Jj(l晶、

密度、餌)の市IJ御

-成Nの制御

• <'[1m，秀発

-幼主飼育

・1怯只飼育

(宅内での周年飼育伎Hぜか

確立できる)

中
I a )陸奥問時ホタテガイの近酬 の
主主息状況実態調台

| ・外国(アイ Fレラント 、カナ夕、

ア メ リカ 、 オー ス ト ラリ，. ~

中川、ソ連)

・u本 (占丘、北海道、行手、宮妓他)
.生息環境調奇

・ 牛:fL~調査

・形態調資

抗)宅内での周年飼育絞術

が確立されている只知は

アワビ(エゾアワビ)1. 

けである。

本
年
度
は
各
年
齢
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
を
室
内

に
持
ち
込
み
、
飼
育
の
た
め
の
収
容
容
器
、

飼
育
水
の
流
量
、
水
温
、
餌
の
量
を
検
討

し
な
が
ら
周
年
飼
育
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
試
験
か
ら
、
室
内
に
持
ち
込
ん
だ
ホ

タ
テ
ガ
イ
が
へ
い
死
す
る
こ
と
な
く
周
年

に
一旦
っ
て
生
存
し
、
天
然
海
域
と
同
じ
成

長
が
得
ら
れ
、
か
つ
成
熟
す
る
た
め
の

一ア
l
タ
ー
を
集
め
ま
す
。
ま
た
、
外
国
か

ら
の
搬
入
を
想
定
し
ま
す
と
飼
育
廃
水
の

取
扱
い
も
検
討
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

次
に
、
事
業
内
容
と
年
次
計
画
を
図
表

に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
の
で
参
考
に
し
て

下
さ
い
。

戸画、

J7一一一一J 度

干4 ギ5 、fl6 平 7 平8 平日 ギ10

l 生物特性評価のための活礎研究

a )飼育施設の検討

b)飼育容器に開発

c)傑準飼育伎術の開発

-飼育環境条件(水温、密度、餌)の制御

.llJilAの制御

-産卵誠発

• yJ]生飼育

-稚貝飼育

:2 4:物特性評価調ィ't

a)陀奥湾産ホタテガイの近縁聞の生息状況

実態調査

-外l叫(アイ/レラン卜 、カナダ、アメリ

力、オー ストラリア、中l司、ロシア

共有岡)

. El本(青森りJ、北海道、右手県、宮域

県他)

-生息原境調査

-句臨調査

-形態調査

1 優良品筒作曲技術実，uE試験

-選抜

-近親交配、交雑

-柴色体像作(三倍体)

戸園、

-、、



-、、

戸由、、

シ

ン

増

殖

試

験

青森県水産増殖センターだより第60号

本
県
に
お
け
る
ニ
シ
ン
漁
業
の
変
遷
、

な
ら
び
に
今
後
の
増
殖
取
組
み
に
つ
い
て

前
号
で
簡
単
に
触
れ
て
お
き
ま
し
た
。

こ
乙
で
は
、
今
年
度
か
ら
県
単
事
業
と

し
て
取
上
げ
ら
れ
た
そ
の
試
験
内
容
に
つ

い
て
ど
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
前
に
、
新
規
事
業
と
し
て
認
め
ら

れ
た
そ
の
大
き
な
担
拠
に
、
野
辺
地
町
漁

協
の
放
流
事
業
実
績
が
あ
っ
た
乙
と
を
申

し
添
え
、
二一
園
組
合
長
を
始
め
、
関
係
者

の
ご
努
力
に
対
し
、
更
め
て
敬
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

5需主同需初公言回〈言回<'s回這言同<'s同d言回d言回需主回這言回<'s回需主同

試
験
計
画
内
容

一
、
早
期
採
卵
試
験

乙
れ
迄
の
野
辺
地
産
親
魚
の
成
熟
状
況

か
ら
み
ま
す
と
、
採
卵
可
能
と
な
る
の
は

三
月
中

・
下
旬
で
す
。
一
方
、
宮
城
の
万

石
浦
産
で
は
一
月
に
採
卵
可
能
で
す
。
こ

の
二
ヶ
月
の
差
は
大
き
く
、
放
流
時
魚
体

長
に
影
響
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
六
月
中

旬
放
流
と
し
て
、
九

t
一

o
m対
四

t
五

m
で
す
。
放
流
サ
イ
ズ
宇
佐
大
ぎ
く
す
る
た

め
に
は
早
く
採
卵
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

昔日

塩

優

士百

長

ん
。
そ
の
た
め
の
手
法
を
開
発
し
よ
う
と

い
う
の
が
こ
の
試
験
の
狙
い
で
す
。

二
、
種
苗
生
産

全
長
四
市
川
サ
イ
ズ
で

一
O
万
尾
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

三
、
餌
料
効
果
試
験

依
型
異
常
、
奇
型
魚
の
出
現
宇
佐
抑
え
る

効
果
的
な
手
法
の
開
発
を
餌
剃
の
質
の
面

か
ら
検
討
し
ま
す
。

四
、
中
間
育
成
試
験

早
期
採
卵
が
可
能
と
な
っ
た
時
点
で
、

野
辺
地
町
漁
協
等
に
中
間
育
成
を
委
託
し

て
実
施
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

玉
、
標
識
法
の
検
討

ニ
シ
ン
用
の
効
果
的
な
手
法
の
検
討
を

行
い
ま
す
。

六
、
放
流
効
果
の
検
討

陸
奥
湾
で
放
流
し
た
も
の
が
道
東
海
域

ま
で
北
上
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
湾
内
に

滞
留
す
る
の
か
興
味
深
い
所
で
す
。
今
年

度
は
一
部
を
残
し
て
、
皆
さ
ん
に
良
く
分

る
外
部
標
識
が
と
り
つ
け
ら
れ
る
サ
イ
ズ

ま
で
(
翌
年
春
ま
で
)
、
陸
上
水
槽
で
夏

越
し
さ
せ
て
、
し
っ
か
り
大
き
く
し
た
後

-、、

放
流
す
る
予
定
で
す
。

乙
の
こ
と
に
よ
り
、
回
遊
範
囲
、
経
路
、

回
帰
の
実
態
等
が
次
第
に
は
っ
き
り
し
て

く
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

標
識
魚
の
再
捕
報
告
に
当
り
ま
し
て
は
、

マ
ダ
ラ
同
様
皆
様
の
ご
協
力
な
し
に
は

う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
特
に
、
湾
口
部

周
辺
で
の
マ
ダ
一フ
底
建
で
の
混
獲
情
報
は

，-， 

強
力
な
情
報
源
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

佐
井
村
漁
協
牛
滝
支
所
、
脇
野
沢
村
漁

協
、
平
舘
村
漁
協
、
蟹
田
町
漁
協
ほ
か
周

辺
漁
協
の
皆
様
に
は
マ
ダ
一フ
同
様
、
ニ
シ

ン
も
よ
ろ
し
く
お
引
立
て
戴
け
る
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

磯
焼
け
対
策
総
合
調
査

海
草
部
技
師

海
草
部
で
は
本
年
度
か
ら
磯
焼
け
対
策

総
合
調
査
に
新
た
に
取
り
組
む
乙
と
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
関
係
機
関
の
皆
僚
の

協
力
依
頼
を
兼
ね
て
、
事
業
を
紹
介
し

ま
す
。海
漢
の
生
え
る
量
は
年
に
よ
り
多
か
っ

た
り
、
少
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

一
年
を
通
じ
て
も
夏
に
多
く
冬
に
少
な
い

の
が
普
通
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た

年
や
季
節
に
よ
る
変
動
と
は
無
関
係
に
、

海
漢
が
、
本
来
な
ら
良
く
茂
る
場
所
に

何
年
に
も
わ
た
り
ず
っ
と
生
育
し
な
く
な

る
乙
と
が
あ
り
ま
す
。
乙
の
よ
う
な
場
所

は
、
む
き
出
し
に
な
っ
た
岩
や
石
が
一

一聞

に
広
が
り
、
ま
る
で
焼
け
野
原
の
よ
う
に

見
え
る
た
め

『
磯
焼
け
』
と
呼
ば
れ
て
い

桐

原

慎

12，644 

8，857 10，000 
( 

.... 
) 

咽

ま
す
。
最
近
、
磯
焼
け
は
本
県
の
各
沿
岸

に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

漁
場
が
磯
焼
け
に
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
が
現
れ
て
き
ま
す
。
図
ー
に
本
県

の
最
近
の
コ
ン
ブ
漁
獲
量
を
示
し
て
お
り

ま
す
が
、
平
成
二
年
、
三
年
の
極
端
な
不

漁
は
、
主
産
地
で
あ
る
津
軽
海
峡
沿
岸
に

発
生
し
た
磯
焼
け
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
磯
焼
け
は
直
接

コ
ン
ブ
漁
業
の
不
振
を
招
く
だ
け
で
は
な

く
、
ク
ニ
の
身
入
り
減
少
に
よ
る
価
格
の

低
落
や
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
な
ど
貝
類
の
成

長
不
良
と
い
っ
た
機
根
漁
業
全
般
に
計
り

知
れ
な
い
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
全
国

望書

建， 5，000 

S .52 53 54 55 56 57 58 59印 6162 63 H. 2 3 

7c 

図1 本県のコンブ漁獲量変化
(資料 :県統計， 3年分については聞きとりの結果)
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の
磯
焼
け
に
よ
る
被
害
は
、
水
産
庁
が
平

成
二
年
度
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
八
ハ
δ
億
円
に
上
る
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

害
を
も
た
ら
し
ま
す
が
、
そ
の
発
生
原
因

に
は
、
表
ー
の
よ
う
に
濁
流
、
動
物
の
食

害
、
海
漢
ど
う
し
の
競
争
や
海
水
の
栄
養

不
足
に
至
る
ま
で
多
種
多
僚
の
要
因
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
く
の
場

磯
焼
け
は
と
の
よ
う
に
大
き
な
漁
業
被

青森県水産増殖センターだより第印号

黒潮及び対馬暖流の優勢 ・接岸、流水接岸なと

イカゴロ海中投棄の中止、砂防ダムの増加

山林伐採(河川氾濫 ・一時放水)、潮流変化による

流入水の偏向、原野開拓なと

台風、暖冬など

ウニ、アワビ、サザエ、アメアラシ、小型巻貝、魚類

無節サンコeモ、カンザシゴカイ

火山灰

鉱山 ・工場排水、洗剤 ・農薬 、護岸工事 ・海岸道路

工事、海岸埋め立てなど

漁場酷使 ・海藻の過剰l採取

食椋積載船の覆没、温泉の湧出、藁や木屑細粉の堆

積 ・腐敗、細菌による海穫の枯死、漂砂の移動なと

(藤田.1991) 磯焼けの原因

海況(主に水温)の変化

栄養培(窒素、リン ・鉄)の欠乏

淡水流入(低境分)の影響

表 1

天候の異変

値食動物のクレージンタ

付着生物による海底基質の占有

天然堆積物による海底基質の周没

公害

....-._ 

漁業上の問題

その{也

戸由、

合
、
い
く
つ
か
の
原
因
が
因
果
を
持
っ
て

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
海
況
変
伯
ひ
と
つ
を
と
っ

て
も
、暖

流
が
強
く
な
る

や

争

水
温
が
上
が
る
海
水
の
栄
養
が
下
が
る

一

一

。

一

一

コ

ン

ブ
生
長
量
が
下
が
る

一

や

一

一
コ
ン
ブ
発
生
量
が
低
下
す
る

一

や

や

一

一

ク
ニ
の
食
圧
が
増
す

一

一
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磯
焼
け
が
進
む

と

『風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
儲
か
る
』
式
展

開
で
す
。

乙
の
た
め
、
磯
焼
け
原
因
の
究

明
に
は
、
な
に
よ
り
総
合
的
な
研
究
が
必

要
で
す
。

そ
こ
で
水
産
庁
は
、
磯
焼
け
原
因
を

総
合
的
に
究
明
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

三
つ
の
国
立
研
究
所
と
磯
焼
け
被
害
が
深

刻
な
三
道
県
を
集
め
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
研
究
の
内
容
は
、

機
焼
け
原
因
の
複
雑
さ
を
反
映
し
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
も
水
産
庁

の
委
託
を
受
け
て
、

『津
軽
海
峡
沿
岸
で

の
コ
ン
ブ
群
落
の
消
長
と
海
況
の
関
係
』

に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
調
査
は
、
大
間
地
先
で
標
識
を
付
し

た
コ
ン
ブ
の
生
長
や
流
出
を
周
年
測
定
し

た
り
、
コ
レ
ク
タ

l
(
付
着
器
)
と
な
る

ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
て
そ
の
上
に
発
生
す

る
コ
ン
ブ
の
季
節

・
年
変
伯
を
調
べ
る
も

の
で
す
。
こ
れ
ら
の
観
察
結
果
と
海
況
と

の
関
係
を
検
討
し
、
コ
ン
ブ
不
漁
に
よ
る

磯
焼
け
発
生
を
予
測
す
る
技
術
を
開
発
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
固
か
ら
の
委
託
研
究
と
併
せ
て
、

本
県
独
自
の
調
査
に
も
取
り
組
む
と
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
海

・
太
平
洋

沿
岸
に
お
い
て
、
海
水
中
の
栄
養
や
海
抽
慨

を
食
べ
る
動
物
の
生
息
状
況
と
磯
焼
け
発

生
の
実
態
を
検
討
し
、
磯
焼
け
を
防
ぐ
効

率
的
な
漁
場
管
理
技
術
を
開
発
す
る
も
の

で
す
。本
県
は
、
古
く
は
天
保
年
間
(
一
八
三

O
年
頃
)
に
下
北
地
方
で
の
磯
焼
け
が
報

告
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
明
治
一
一
八
年
、
三

五
年
、
四
二
年
か
ら
大
正
四
年
ま
で
と
、

幾
度
も
そ
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
乙
と
に
、
昭
和
四
年
六
月
の
北
海
道

駒
ヶ
岳
噴
火
の
火
山
灰
は
、
尻
屋
を
中
心

と
す
る
下
北
沿
岸
を
磯
焼
け
に
し
、
海
中

林
造
成
の
努
力
が
実
る
ま
で
長
い
期
問
機

焼
け
の
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

乙
の
よ
う
に
、
磯
焼
け
は
今
に
始
ま
っ

た
現
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
沿
岸
漁
業

..-、、

~ 

が
見
直
さ
れ
て
い
る
今
、
そ
の
解
決
が
強

く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
乙
の
古
く
て

新
し
い
問
題
に
答
え
を
出
す
べ
く
、
こ
れ

か
ら
の
調
査
、
研
究
を
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

編
集
後
記

次
長
杉
津
祐
之
助

こ
の
四
月
に
当
セ
ン
タ
ー
へ
着
任
し
て

参
り
ま
し
た
。
金
四
停
前
次
長
(
現
内
水
面

水
産
試
験
場
長
)
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
早
速
担
当
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
こ
の
「
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
で

す
が
、
私
の
怠
慢
か
ら
例
年
に
比
べ

一
月

程
も
発
行
が
握
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
フ
ァ

ン
の
皆
様
に

心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

後
れ
ば
せ
な
が
ら
、
部
長
さ
ん
方
に
急

い
で
原
稿
執
筆
を
お
願
い
し
、
よ
う
や
く

俸
裁
を
整
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
一

読
の
上
、
ど
意
見
、
ど
質
問
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
是
非
お
報
ら
せ
下
さ
い
。
皆
様
か

ら
の
投
稿
も
大
歓
迎
で
す
。

「
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
は
年
四
回
の
発
行

で
す
が
、
今
後
と
も
内
容
の
充
実
に
努
め
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


